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１学年 自然観察フィールドワーク 晴天に恵まれ大成功のうちに終わる 

６月２５日（月）、２９日（金）の２日間にわたって、１学年自然観察フィール

ドワークが行われました。２５日には１組と３組が、２９日には２組と４組が、そ

れぞれ１日かけてフィールドワークを行いました。当初の天気予報では、雨天の可

能性も危惧されていましたが、幸いにも２日間ともこれ以上ない好天に恵まれ、最

高の条件下で自然観察を行うことができました。 

 今回のフィールドワークは、４つのグループに分散されて行われました。森の家

周辺のブナ林を調査する「ブナ林の調査」グループでは、先日講演会をしていただ

いた信州大学教育学部准教授の井田秀行先生にも指導に加わっていただき、様子の

異なる３つの区域で、１０メートル四方の枠内のブナの太さを計測するなどの調査

を行いました。森の家周辺の沢を調査する「水生昆虫調査」グループでは、水生昆

虫を採取して観察し、生物による水質調査を行いました。森の家周辺の鳥を調査す

る「バードウォッチング」グループでは、森の中を移動しながら、鳥の鳴き声を聞

き取ることによって里山の鳥類を調査しました。他の３グループとは別行動となっ

た「飯山の大地」グループでは、ジャンボタクシーに乗って富倉から黒岩山にかけ

て地層を調査したり、化石見学や地形見学を行ったりしました。 

バードウオッチングに先立って、生きているフクロウを小林先生に見せていただいた生

徒たちは、「すごい」「かわいい」などと感激の声を上げていました。バードウオッチン

グでは、小林先生のご指導を受けながら、聞こえてきた鳴き声から鳥の種類を判断し、

時刻と共に用紙に記録していきました。晴天に恵まれたこともあり、さまざまな種類の

鳥の鳴き声を聞くことができました。また生息数が約５００羽と少ないため、普段はな

かなか見ることのできない天然記念物のイヌワシの姿を幸運にも見ることができ、生徒

たちは双眼鏡を片手に食い入るように空を飛ぶイヌワシを見つめていました。 

野外観察を終え、森の家に戻って昼食をすませ

てから、各グループとも調査内容の発表の準備に

入りました。限られた時間の中で、インストラク

ターの先生方のご指導を受けながら、模造紙にグ

ラフをまとめたり、パワーポイントでプレゼン準

備をしたりと、各グループの個性を生かしながら

準備をしました。発表の時間では、各グループの

力の入った発表に惜しみない拍手が与えられまし

た。 1年生にとって非常に内容の濃い１日を過ご

すことができました。 

ご意見・ご要望はこちらへ・・・ 
〒389-2253 長野県飯山市大字飯山2610番地

TEL 0269(62)4175  FAX 0269(81)1072 

URLhttp://www.nagano-c.ed.jp/iikita/ 

E-mail i ikita@nagano-c.ed.jp

平成２４年度 第１回 ＳＳＨ運営指導委員会 

７月２４日（火）、平成２４年度第１回ＳＳＨ運営指導委員会が開催されまし

た。主な内容は今年度の飯山北高校ＳＳＨ事業計画の概要説明であり、外部か

ら７名の委員をお招きして意見交換を行いました。 

今年度から本校では探究科がスタートし、基礎ゼミなど新たな取り組みが紹

介され、その中で委員の方々からＳＳＨに対して大きな期待を寄せていただい

ていることが明らかになり、本校教職員一丸となってＳＳＨを盛り立ててゆく

必要性を感じさせられました。次回運営指導委員会は来年２月開催の予定です。

２９日に行われたフィールドワークの第１０班

では、日本野鳥の会長野支部の小林先生と本校英

語科山田先生の引率のもと、森の家周辺の森の中

を歩きながらバードウオッチングを行いました。

 写真 
上：開講式の様子。2学級ずつ2日に分けて実
施しました。  下：自然観察フィールドワー
クの講師の先生方 

 写真 
上：野鳥観察班 
中：野鳥観察の様子 
下：最後に講師の先生と記念撮影 

 写真 
上：ブナ林の観察と調査の結果をま
とめています。 

下：最後にレポートのまとめと発表
をしました 


